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研究ノート 

「インターネット前提時代に 

おけるパブリック・ヒューマニ 

ティーズへの挑戦」 

宮北 剛己 

（慶應義塾大学 DMC研究センター研究員） 

 

1. はじめに 

インターネット前提時代1とも云われる

昨今、デジタル技術を活用した教育・研究活

動は大きな分野に成長している。そのひと

つにデジタル・ヒューマニティーズ（デジタル

人文学）と呼ばれる分野がある。その定義や

解釈は多岐にわたるものの2,3「Big Tent」4

あるいは「umbrella term」5とも隠喩される

ように、デジタル・ヒューマニティーズと

は、文学や歴史学、美学などの人文学研究を

一つの枠組みに集約し、「デジタル技術を応

用することで人文学を深化・発展させよう

とする一連の営み」6のことを指す。 

 

筆者は、このデジタル・ヒューマニティー

ズに係る営みのなかでも、研究活動の裾野

を広げていく試みであるパブリック・ヒュ

ーマニティーズの分野で研究に取り組んで

いる。パブリック・ヒューマニティーズに関

する定義や解釈もまた広範囲にわたるが7、

学術研究を特定の研究者や専門家だけでな

く、専門的な知識・研究経験を伴わない公衆

/市民—パブリック—にも開いていく研究と

して位置づけられる。その他の多くのデジ

タル・ヒューマニティーズ研究では、デジタ

ル技術を駆使した新たな発見・解読（の遂

行）に重きが置かれる一方、パブリック・ヒ

ューマニティーズでは、いかに、そしてどの

ように人文学の知をパブリックに公開・共

有し、公衆/市民とエンゲージしていけるか

が重要とされる8。 

 

本稿では、まず、現在パブリック・ヒュー

マニティーズを取り巻く状況や技術的動向

について述べた後、筆者の（研究）アプロー

チを紹介する。次に、筆者がこれまでに取り

組んだ研究活動のうち、このパブリック・ヒ

ューマニティーズの文脈に即したかたちで

行われた研究事例を紹介し、最後に、今後の

取り組み、展望について述べる。 

 

2. パブリック・ヒューマニティーズを 

取り巻く状況・技術的動向 

 

前述したように、パブリック・ヒューマニ

ティーズとは、学術研究を広く社会に開い

ていく試みのことを指す。日本ではまだあ

まり馴染みのない言葉かもしれないが、欧

米では、学際的な特徴をもつ、ひとつの学問

領域として認識され、複数の大学機関では、

パブリック・ヒューマニティーズに関連し

たプログラムやコースが提供されている9。

また、日本でも昨今、パブリック・ヒストリ
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ー（公共歴史学）と呼ばれ、人文学のなかで

も特にヒストリー（歴史学）研究に重点を置

いた分野・研究アプローチ（方法論）に対す

る関心が高まっている10,11,12。 

このパブリック・ヒューマニティーズと

呼応しながら推進されているのが、学術研

究のオープンデータ化およびオープンアク

セス化である。オープンデータとは、「自由

に使えて再利用もでき、かつ誰でも再配布

できるようなデータ」13のことを指し、オー

プンアクセスは、はじめは「インターネット

上で論文全文を公開し、無料で自由にアク

セスできる」14ことを目的に提唱され、今で

は論文に限らず、様々な学術情報（コンテン

ツ）を世界中の人々が広くオンラインで享

受できるようにすることを指す。 

 

そして、こうした枠組みが普及すること

で、今日では書物や美術品、文化財といった

人文学（に係る）データのオープンな利活用

も実現しはじめている。以下では、その技術

的動向について、代表的なものを一部紹介

していく15。 

 

IIIF (International Image 

Interoperability Framework) 

画像（データ）をはじめデジタルコンテン

ツを相互運用するための国際的な規格とし

て、IIIF—トリプル・アイ・エフ—と呼ばれる

（共通）規格がある。IIIFは、「Community 

Focused」「Defined APIs」「Plug ‘n’ Play 

Software」の3つを柱に展開され16、世界各

地で制作・公開されているデジタルアーカ

イブで導入されている。IIIFに準拠して公

開されているデジタルコンテンツは、標準

APIを活用することでアーカイブを横断し

た閲覧、共有、再利用が可能となり、また、

利用者自身が（複数開発・提供されているオ

ープンソースのソフトウェアの中から）ビ

ューワー等を選択して、（一定のルールのも

と）自由にコンテンツを利活用できる。国内

外での普及活動に携わる一般財団法人人文

情報学研究所の永崎研宣氏によれば、IIIF

は「サイロからコンテンツを解き放つ」17こ

とで、デジタルコンテンツのあり方に幅広

い可能性をもたらす。 

 

LOD （Linked Open Data） 

LOD—リンクト・オープン・データ—は、オ

ープンデータ（に付随する各種属性情報、所

謂メタデータ）をウェブ上で統一的に記述

することで、データを相互に接続して「つな

ぐ」仕組み・技術のことをいう。LODは、ウ

ェブ上で記述・公開されるコンテンツの機

械可読性を高めるセマンティック（ウェブ）

技術に基づくことで、ただデータを公開す

るだけでなく、分散されている情報を統合

的に扱うことを可能にする18。この LOD は、

ウェブ（World Wide Web）の考案者である

ティム・バーナーズ＝リーが提唱する「5つ
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星オープンデータ計画」19の中でも 5 つ星レ

ベルとされ、研究機関のみならず、行政機関

や企業でも導入が進んでおり、分野を超え

たオープンデータの公開・利活用が促進さ

れている。 

 

Japan Search（ジャパンサーチ） 

上記で紹介した 2 つとは異なり、技術で

はなくウェブツール（ポータルサイト）の紹

介となるが、機関横断型デジタルアーカイ

ブとして、欧州の Europeana20・米国の DPLA 

(Digital Public Library of America)21に

次ぐかたちで、2019 年 2 月末より、Japan 

Search（試験版）の公開が始まった22。日本

ではこれまでにも、各分野/機関ごとに様々

な体裁でデジタルコンテンツが構築・提供

されていたが、これにより、今後はこのポー

タルサイトから国内の多様なコンテンツを

備えるデータベース/アーカイブを横断検

索できるようになる。また、各種文化資源

（情報）のオープン化に加えて、メタデータ

の整備・集約等も行うことで、データの標準

化も促進されていくという23。 

 

このように、パブリック・ヒューマニティ

ーズの広まりと並行して、オープンかつパ

ブリックにデータ・学術情報（コンテンツ）

を公開していく仕組みが構築されている。

学術と公衆/市民をつなぎ、シームレスなア

クセスを可能にすることで、知を共有して

いく取り組みが加速しているのである。 

 

3. 「デザイン」に根ざしたアプローチ 

 

話題は変わるが、筆者の知る限りでは、デ

ジタル・ヒューマニティーズ界隈を俯瞰し

たとき、主流を占めているのは、次のいずれ

かの分野の研究者・専門家となる。1) 人文

学を専攻している/してきた者、もしくは 2) 

情報科学（コンピューターサイエンス）を専

攻している/してきた者である。勿論、両者

の知識や経験なくしてはデジタル・ヒュー

マニティーズの深化・発展は望めないが、こ

とパブリック・ヒューマニティーズにおい

ては、人文学を「開いていく」対象は公衆/

市民（社会一般の人々）となる。そこで重要

になるのが、その公衆/市民に対して「どの

ような経験・価値を提供したいのか」という

考え方に立脚することである。つまり、ただ

研究成果を（例えばオンライン上で）公開す

るのではなく、公衆/市民がどういう人たち

で（構成され）、何を知りたいのか/求めてい

るのかを考察しながら研究を実践していく

—広義的な意味合いでの「デザイン」24に根

ざした考え方が有用となる。 

 

筆者はメディアデザインという分野を専

攻し25、人文学あるいは情報科学（コンピュ

ーターサイエンス）を専門としている/して

きたわけではない。しかし、だからこそ、そ
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れらの分野を専門とする研究（者）と協働し

ながら、デザイン（研究）の立場から、パブ

リック・ヒューマニティーズの実践・発展に

寄与できるものと考えている。公衆/市民と

いった「ユーザー」にどのような体験を提供

できるのか、ユーザーエクスペリエンス（UX）

の観点を中心としたデザインベースドの研

究アプローチの有用性を模索・探求してい

る。 

 

4. 研究プロジェクトの紹介（パブリッ

ク・ヒューマニティーズの一例として） 

 

ここでは、パブリック・ヒューマニティー

ズの一例として、筆者がこれまでに取り組

んだ研究プロジェクト（概要）を紹介してい

く。紹介するプロジェクトは、筆者が博士課

程で在籍していたメディアデザイン研究科

（KMD）、ポスドク研究員として半年間在籍

していたフィンランドのアールト大学、そ

して、2019年4月現在、研究員として在籍し

ているデジタルメディア・コンテンツ統合

研究センター（DMC）で行われた/行われてい

るものとなる。 

 

Keio FutureLearn プロジェクト 

2012 年に設立された FutureLearn (フュ

ーチャー・ラーン)26は、イギリス・ロンド

ンに本部を置くオンライン教育配信事業体

となる。慶應義塾大学は 2015年に配信協定

を結び、これまでに合計 6 種類27のオンライ

ンコースを配信しており28、筆者はプロジェ

クト発足時より、コースのデザイン・コンテ

ンツ開発チームに従事している。なかでも、

筆者の博士論文の主題材となったのが、日

本の書物文化・歴史的典籍を紹介していく

コース「Japanese Culture Through Rare 

Book/古書から読み解く日本の文化：和本の

世界」である。 

 

本コースは、世界各地の公衆/市民が—日

本語や日本の歴史的典籍に関する知識の有

無にかかわらず—体系的かつ網羅的に日本

の書物文化・歴史的典籍について学ぶこと

ができるよう、全体プログラムが設計され

たが、筆者はそのうち、コース本体29と連動

して展開された「歴史的典籍のデジタル展

示モデル」を中心にデザインした。このデジ

タ ル 展 示 モ デ ル （「 Narrative Book 

Collection」と名付けられた）では、歴史的

典籍の画像や書誌情報といったデジタルデ

ータを、ただ不文脈に羅列する30のではなく、

各典籍が備える言語・非言語両側面の特性

に応じて、コースのトピックと呼応した「ナ

ラティブな文脈」を取り入れることで、世界

中のコース受講生がより能動的にコースを

楽しめる環境を構築した。 

 

具体的には、慶應義塾図書館ならびに附

属研究所斯道文庫が所蔵する日本の歴史的
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典籍（8 世紀から 19世紀にわたって制作さ

れた古書や貴重書）合計 146 点を題材に、

それらの書物を制作年代や種類、形や大き

さ、（表紙の）色合い等に応じて体系的に整

理・分析したのち、デジタルデータならでは

の特性を生かして、視覚的に分かりやすく、

且つ直感的なインタラクションを通じて書

物（群）に関する理解を深めることができる

Webインターフェースを創出、新しいかたち

の（日本の歴史的典籍）鑑賞体験をデザイン

した31,32。（図 1参照） 

 

 Semantic Biographies プロジェクト 

筆者が2018年1〜6月まで在籍していたフ

ィンランド・アールト大学の Semantic 

Computing Research Groupでは、LODをはじ

めとするセマンティック（ウェブ）技術を活

用したセマンティック（データ）インフラや

オントロジー技術の開発、また、それら技術

を用いたウェブアプリケーション・サービ

図1：Narrative Book Collection上での鑑賞体験の一例（本棚を模したBOOKSHELF VIEWからフィルター機能を駆使すること

で、BOOK VIEW [各書物の高精細画像と書誌情報を掲載]やFutureLearnコースを、興味のある文脈に沿って自在に探求で

きる） 
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スの開発を行なっている。33 研究内容は多

岐にわたるが、筆者はそのうち、人物の伝記

や人物間の関係（人・物・事との関係性）に

ついて、セマンティック技術を用いて研究

するSemantic Biographies プロジェクト

に携わった。 

Semantic Biographies プロジェクトで

は、LOD形式に変換されたバイオグラフィー

（biography）およびプロソポグラフィー

（prosopography）関連のデータ群をマッピ

ングやテキスト/ネットワーク分析を通じ

て定量的・定性的に解析、可視化すること

で、人物に連なる歴史的資料の新しい価値・

見方（解釈方法）を創出することを目的とし

ている。同プロジェクトでは、Sampo34シリ

ーズと題して、様々な人物のバイオグラフ

ィー・プロソポグラフィーをLOD化し、デジ

タル・ヒューマニティーズ研究そのものに

も役立てるよう、ファセットナビゲーショ

ンを組み込んだウェブアプリケーション

（インターフェース）を制作、一般公開して

いる。例えば、第二次世界大戦時におけるフ

ィンランド軍事史を対象とした「WarSampo」

35や約13,000におよぶフィンランド人物史

伝を対象とした「Biografiasampo」36がある。 

筆者は在籍中、現地の研究者と協働して

「US Congress Prosopographer」37と名付け

られたウェブアプリケーションを開発した。

本プロジェクトでは、米国コロラド大学の

協力も得て、米連邦議会が開会した第1回議

会（1789年）から第115回議会（2018年）ま

で、約12,000の下院・上院議員のバイオグラ 

図 2：研究パイプライン（図上の矢印/項目は筆者のフロー、図下の矢印/項目はユーザーのフローを表す） 

87



慶應義塾大学 DMC 紀要 6(1), 2019 

 

 

 

 

ンド軍事史を対象とした「WarSampo」したの 

ち、各種ビジュアライゼーションを通じて、

議員の在任期間や所属政党、出生/死亡地、

二大政党（民主党員・共和党員）の類似/相

違性について比較検証ができるアプリケー

ションを制作した38。研究期間の都合上、ア

プリケーション本体は試験版の公開で終わ

ってしまったが、前述したSampoシリーズを

含めて公開しているものはすべて、一般の

ユーザーでも特別な知識なしに利活用でき

るよう、簡易で操作性の高いインターフェ

ースを実装している39。（図2, 3参照） 

 

FutureLearn GLAM プロジェクト 

本プロジェクトは、Keio FutureLearn プ

ロジェクトから派生するかたちで発足した。

GLAMはGalleries、Libraries、Archives、そ

してMuseumsの頭字語から成り、文化・学術

系の施設を総称する時に用いられるが、本

プロジェクトでは、慶應義塾が有する書物・ 

 

芸術作品等をオンラインコース・コンテン

ツ上だけではなく、そうした実空間でも鑑 

賞できるように、オンライン空間と実空間

とを横断して体験できる「場」づくりを推進

している。 

試験的な取り組みとなったが、2018 年 11

月 12日から 12月 14日まで慶應義塾大学三

田キャンパスで行われたセンチュリー文化

財団寄託品展覧会「禅僧の書と書物」40では、

展示作品の一部—FutureLearnから配信され

たコース「 Sino-Japanese Interactions 

Through Rare Books/古書から読み解く日

本文化」で取り扱われた書物群—を大型タッ

チパネルディスプレイで紹介した。ここで

来場者は、ガラスケースに陳列された書物

を眺めるだけでなく、タッチやスワイプと

いった自然な操作を通じて（書物の）デジタ

ル画像や（コースで公開されている）ビデオ

を閲覧することが可能となり、書物のもつ

魅力を様々な視点から体験することができ

た。（図 4参照） 

図 3：US Congress Prosopographer 上でのビジュアライゼーションの一例（民主党員[青]・共和党員[赤]の出生/死亡地の比較） 
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5. 今後の取り組み、展望 

 

前述したプロジェクトに加えて、筆者が

現 在 関 わ っ て い る 研 究 と し て は 、

FutureLearn の Book シリーズ41の新コース

の制作・公開がある。本コースは、大英図書

館との共同開発コースとして制作が進んで

おり、慶應義塾・大英図書館が所蔵する書物

（和書・洋書）を取り上げ、2020 年度中の

配信を予定している。また、FutureLearnで

の取り組みからスピンアウトするかたちで、

慶應義塾大学出版会が中心となり、江戸時

代の文化・芸術の一翼を担った「名士層」42

に焦点を当てたデジタルアーカイブの制作

やデジタル表現を取り入れた展覧会の開催

も今後予定されている43。 

 

 

おわりに 

デジタル・ヒューマニティーズを捉える

際に「Methodological Commons（方法論の

共有地）」という背景理念がある44。つまり

は、様々な分野にまたがって方法論を共有

し、複合的な視野をもつことで、新しい研

究・成果物を生み出していけることを意味

するが、本稿では、パブリック・ヒューマニ

ティーズの文脈のなかで、デザイン（研究）

の立場から、学術研究を公衆/市民にも開い

ていく取り組みの一端を紹介してきた。詳

しい考察は別の機会に譲りたいが、膨大な

数のデジタルデータが生産・蓄積されるイ

ンターネット前提時代において、オープン

データやオープンアクセスを基盤に、どの

ように人文学の知をパブリックに公開・共

有し、公衆/市民とエンゲージしていけるの

か。今後も「パブリック」と「デザイン」を

キーワードに研究に取り組み、デザインの

図 4：展覧会の会場前に設置された大型タッチパネルディスプレイ（展示）の模様 
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視座から、パブリック・ヒューマニティーズ

の新しい可能性を創出していきたい。 
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